
room @木屋町 : 光を集める部屋

room @先斗町 : 水辺にある台所
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room @五条 : 塔の居間

room @産寧坂 : 地中の寝床

room @二寧坂 : 山の中の離れ
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曲面が吹き込む風を緩やかに流す。

寝室の曲面により現れた開口から
朝の日差しが差し込み、自然とともに
目覚める。

地下にある室内は、地中にあることで
一定の温度に保たれ快適な空間になる。

トップライトやポリカーボネートの屋根より、
光を内部に取り込む。

雨水が屋根に沿って流れ、
雨どいを伝う。
流れた水が緑を育て、
溜まることで部屋を
冷涼に保つ。

まちとつながる
キッチン

倉庫

玄関
土間

自然を見る 町を見渡す

動物と植物と人間のための場

周りの植物や動物を巻き込んで場をつくる。
ペットとともにここで過ごす。

寝室

木に依拠してつくることで
自然とともに住まう感覚を強くする。

銭湯

地域の人のための
リビング

中庭

扉を開ければパブリックな空間に、
閉じれば家族だけの空間になる

家族のためのリビング
お風呂上がりに人々が集う

鉄塔

書斎

トップライトで月明りと
まちの灯りを取り込む。

ガラスの面から入ってきた光が
反射し、円の中心に集まることで

室を明るくする。

上にボリュームを上げることで
木屋町の喧騒が作業時の
心地良い雑音となる。

隣の雑居ビルの二階窓と繋げ、
そこから入る。
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敷地は京都の中心部に、五ヶ所設定した。
自然から人の営みまで、様々なものであふれるこのまちで、周りに依拠し、
寄生し、また与える「借り過ごし」のための家の在り方を提案する。

　「電気のない暮らし」とは、「所有」と「制御」のない暮らし。今私たちは、土地・空間を所有し、その環境
のほとんどを電気を用いて制御することで、自然や周囲から切り離された場で暮らす。
　一方で、外で夜風にあたったり、にぎやかな場に身を置く時間も私たちの生活の一部を形成している。
本来暮らしとは、周囲と自己との間の反応で成立するものである。「電気を使わない家」を契機として、ま
わりのものと共鳴し合う暮らし方を考えたい。

room @産寧坂 : 地中の寝床

room @二寧坂 : 山の中の離れ

room @木屋町 : 光を集める部屋

room @先斗町 : 水辺にある台所

room @五条 : 塔の居間

従来の家

周囲と切り離されている現代の住宅。
電気がなくなると．．．

機能を分解

機能を分解し、よりその機能を
活かすことのできる場所に

持っていく。
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＠二寧坂・産寧坂→寝室 ＠五条→風呂・リビング

＠木屋町→書斎＠先斗町→キッチン

昼間は観光地の場所が、
夜は団らんと睡眠の場所に。

まちとともに眠る。

周りの飲食店に頼りながら、
川辺で料理をする。

オープンキッチンにもなる。

銭湯を日々の風呂として使い、
その隣はリビングのような場所になる。

飲み屋街の灯りと雑音に囲まれて
作業する。
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